
電子提供措置の開始日2026年６月２日

第59期定時株主総会
その他の電子提供措置事項
（交付書面省略事項）

連 結 注 記 表
個 別 注 記 表
（2025年４月１日から2026年３月31日まで）

株式会社ショーエイコーポレーション
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連結注記表

１．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項等に関する注記
（1）連結の範囲に関する事項
① 連結子会社の数 ２社
(連結子会社の名称)
SHOEI PLASTIC(THAILAND)CO.,LTD.
株式会社ファインケメティックス

② 非連結子会社の名称等
上海照栄社商貿有限公司
連結計算書類に重要な影響を及ぼしていないため、連結の範囲から除いております。

（2）持分法の適用に関する事項
持分法を適用しない非連結子会社の名称
上海照栄社商貿有限公司
連結計算書類に重要な影響を及ぼしていないため、持分法を適用しておりません。

（3）連結子会社の事業年度等に関する事項
連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。
連結子会社のうち、SHOEI PLASTIC(THAILAND)CO.,LTD.の決算日は12月31日であります。
連結計算書類の作成に当たっては、上記決算日現在の計算書類を使用し、連結決算日との間に生じた重要

な取引については、連結上必要な調整を行っております。

（4）会計方針に関する事項
① 重要な資産の評価基準及び評価方法
（イ）有価証券

その他有価証券
市場価格のない株式等以外のもの ･･････ 連結決算日の市場価格等に基づく時価法により評価してお

ります。（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売
却原価は移動平均法により算定しております。）

市場価格のない株式等 ････････････････ 移動平均法による原価法により評価しております。
（ロ）棚卸資産

評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっております。
商品及び製品（標準品）･･ 主として移動平均法を採用しております。
製品（個別受注品）･･････ 個別法を採用しております。
仕掛品 ･････････････････ 主として個別法を採用しております。
原材料及び貯蔵品 ･･･････ 主として移動平均法を採用しております。

（ハ）デリバティブ
時価法によっております。
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② 重要な減価償却資産の減価償却の方法
（イ）有形固定資産（リース資産を除く）

定率法を採用しております。
ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取

得した建物附属設備及び構築物については定額法を採用しております。
（ロ）無形固定資産（リース資産を除く）

定額法を採用しております。
なお、ソフトウエア（自社利用分）については、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を

採用しております。
（ハ）リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

③ 重要な引当金の計上基準
（イ）貸倒引当金

売上債権等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債
権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

（ロ）賞与引当金
従業員に支給する賞与の支出に備えて、支給見込額の当連結会計年度負担額を計上しております。

④ 退職給付に係る会計処理の方法
当社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支給額を退職

給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。
⑤ 重要な収益及び費用の計上基準

当社及び連結子会社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及
び当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。

（イ）営業促進支援事業
営業促進支援事業においては、お客様自身の営業を一層促進していただくために、商品や販促品の企画

開発から、アセンブリなどの生産支援、配送にいたるまで商品・サービスの提供をする事業であります。
このような取引においては、商品等に対する支配引き渡し時に商品等に対する支配が顧客に移転し、そ

の時点で履行義務が充足されますが、国内の販売において出荷時から商品等の支配が顧客に移転される時
までの期間が通常の期間である場合には、出荷した時点で収益を認識しております。商品等の販売のう
ち、当社及び連結子会社が代理人に該当すると判断したものについては、他の当事者が提供する商品等と
交換に受け取る額から当該他の当事者に支払う額を控除した純額を収益として認識しております。また、
取引の対価は履行義務を充足してから１年以内に受領しており、重要な金融要素は含んでおりません。
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（ロ）商品販売事業
商品販売事業においては、100円ショップやドラッグストアなどの小売販売店に向けて、商品を企画提

案し、製造・調達し、提供する事業であります。
このような取引においては、商品等に対する支配引き渡し時に商品等に対する支配が顧客に移転し、そ

の時点で履行義務が充足されますが、国内の販売において出荷時から商品等の支配が顧客に移転される時
までの期間が通常の期間である場合には、出荷した時点で収益を認識しております。また、取引の対価は
履行義務を充足してから１年以内に受領しており、重要な金融要素は含んでおりません。

⑥ 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準
外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理し

ております。なお、在外子会社等の資産及び負債は、在外子会社の決算日の直物為替相場により円貨に換
算し、収益及び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘
定に含めております。

⑦ 重要なヘッジ会計の方法
（イ）ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理を採用しております。なお、為替予約取引については、振当処理の要件を満たしている
場合には、振当処理を採用しております。

（ロ）ヘッジ手段とヘッジ対象
ヘッジ会計を適用したヘッジ手段とヘッジ対象は以下のとおりであります。
ヘッジ手段 ･････････････ 為替予約
ヘッジ対象 ･････････････ 外貨建金銭債権債務

（ハ）ヘッジ方針
為替の変動による損失を回避する目的でデリバティブ取引を行っております。なお、為替予約取引は外

貨建取引高の範囲内に限定しております。
（ニ）ヘッジ有効性の評価の方法

ヘッジ開始時から有効性判定時点までの期間において、ヘッジ手段のキャッシュ・フロー変動の累計と
ヘッジ対象のキャッシュ・フロー変動の累計を比較して有効性を判定しております。
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２．表示方法の変更に関する注記
（連結損益計算書）

前連結会計年度において、営業外収益の「その他」に含めていた「障害者雇用調整金」は金額的重要性が増
したため、当連結会計年度より区分掲記しております。

３．会計上の見積りに関する注記
株式会社ショーエイコーポレーションの繰延税金資産の回収可能性
① 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

（単位：千円）

当連結会計年度

繰延税金負債（純額） 146,431

繰延税金負債と相殺前の繰延税金資産 70,737

② 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
（イ）算出方法

将来減算一時差異等に対して、将来の収益力に基づく課税所得に基づき、繰延税金資産の回収可能性を
判断しております。課税所得の見積りは事業計画を基礎としております。

（ロ）主要な仮定
課税所得の見積りの基礎となる事業計画の主要な仮定は、売上高、原価率であります。

（ハ）翌連結会計年度の連結計算書類に与える影響
繰延税金資産の回収可能性は将来の課税所得の見積りに依存するため、その見積りの前提とした仮定に

変動が生じた場合、翌連結会計年度の連結計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があります。
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４．連結貸借対照表に関する注記
有形固定資産の減価償却累計額 2,281,523千円

５．連結株主資本等変動計算書に関する注記
（1）当連結会計年度の末日における発行済株式の総数

普通株式 7,850,000株

（2）剰余金の配当に関する事項
① 配当金支払額等

決 議 株式の
種 類

配当金
の総額
(千円)

１株当たり
配 当 額
(円)

基 準 日 効力発生日

2025年６月25日
定時株主総会 普通株式 154,545 20.00 2025年３月31日 2025年６月26日

② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの
2026年６月25日開催の定時株主総会の議案として、普通株式の配当に関する事項を次のとおり提案し

ております。

決 議 株式の
種 類

配当金
の総額
(千円)

配当の
原 資

１株当たり
配 当 額
(円)

基 準 日 効力発生日

2026年６月25日
定時株主総会 普通株式 270,454 利益剰余金 35.00 2026年３月31日 2026年６月26日

６．金融商品に関する注記
（1）金融商品の状況に関する事項

当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定し、銀行等金融機関からの借入により資金を
調達しております。
受取手形及び売掛金並びに電子記録債権に係る顧客の信用リスクは、与信管理規程に沿ってリスク低減を

図っております。また、投資有価証券は、取引先との事業関係上保有している株式であり、上場株式につい
ては四半期ごとに時価の把握を行っております。
支払手形及び買掛金は営業債務であり、いずれも１年以内の支払期日であります。また、輸入取引に係る

外貨建の債務は、為替の変動リスクに晒されておりますが、先物為替予約取引を利用してヘッジしておりま
す。
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借入金の使途は運転資金（主として短期）及び設備投資資金（長期）であります。手元流動性リスクにつ
いては、経理部が毎月資金繰予定表を作成し、支払資金の確保に努めることによって管理しております。
デリバティブ取引は、外貨建の営業取引に係る為替の変動リスクに対するヘッジを目的とした先物為替予

約であります。当社グループの契約先は、いずれも信用度の高い国内の銀行であり実質的な信用リスクはな
いものと判断しております。取引の執行・管理については、定めた社内ルールに従って、経理部が決裁者の
承認を得て行っております。
なお、ヘッジ会計に関するヘッジ手段とヘッジ対象、ヘッジ方針、ヘッジの有効性の評価方法等について

は、前述の「会計方針に関する事項」に記載されている「重要なヘッジ会計の方法」をご覧ください。

（2）金融商品の時価等に関する事項
当連結会計年度末における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については次のとおりでありま

す。
（単位：千円）

連結貸借対照表計上額 時 価 差 額
（1）投資有価証券

その他有価証券（*2） 680,137 680,137 ―
資 産 計 680,137 680,137 ―
（1）長期借入金（*3） 1,210,591 1,222,065 11,474
負 債 計 1,210,591 1,222,065 11,474
デリバティブ取引（*4） 2,093 2,093 ―

（*1）「現金及び預金」、「受取手形及び売掛金」、「電子記録債権」、「支払手形及び買掛金」及び「短期借入金」については、現金及び
短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略しております。

（*2）市場価格のない株式等は、「（１）投資有価証券」に含めておりません。当該金融商品の連結貸借対照表計上額は以下のとおりで
あります。

区分 連結貸借対照表計上額（千円）

非上場株式 3,068
（*3）１年内返済予定の長期借入金を含めております。
（*4）デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目については（ ）で示

しております。
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（3）金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベル

に分類しております。
レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時

価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価
レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算

定に係るインプットを用いて算定した時価
レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞ

れ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

①時価で連結貸借対照表に計上している金融商品

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券

その他有価証券

株式 680,137 ― ― 680,137

資産計 680,137 ― ― 680,137

デリバティブ取引 ― 2,093 ― 2,093
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②時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期借入金 ― 1,222,065 ― 1,222,065

負債計 ― 1,222,065 ― 1,222,065

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

投資有価証券
上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その時価

をレベル１の時価に分類しております。

デリバティブ取引
デリバティブ取引の時価については、取引先金融機関等から提示されて価格等に基づき算定しており、レ

ベル２の時価に分類しております。

長期借入金
長期借入金の時価については、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映していることから、時価

は帳簿価額とほぼ等しいと考えられるため、当該帳簿価額によるものとし、固定金利によるものは、元利金
の合計額を国債の利回り等適切な指標に信用スプレッドを上乗せした利率で割り引いた現在価値にて算定し
ており、レベル２の時価に分類しております。
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７．収益認識に関する注記
（1）顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：千円）

報告セグメント
合計

営業促進支援事業 商品販売事業 計

販売促進 4,898,623 ― 4,898,623 4,898,623

ＯＥＭ 3,766,421 ― 3,766,421 3,766,421

発送代行 1,440,466 ― 1,440,466 1,440,466

100円ショップ ― 7,825,542 7,825,542 7,825,542

量販 ― 490,487 490,487 490,487

その他 ― 625,460 625,460 625,460
顧客との契約から生じる
収益 10,105,511 8,941,490 19,047,002 19,047,002

外部顧客への売上高 10,105,511 8,941,490 19,047,002 19,047,002

（2）顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
収益を理解するための基礎となる情報は、「１．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項等に関

する注記 （4）会計方針に関する事項 ⑤重要な収益及び費用の計上基準」に記載のとおりです。

（3）顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当連結会
計年度末において存在する顧客との契約から翌連結会計年度以降に認識すると見込まれる収益の金額及び時
期に関する情報
①顧客との契約から生じた債権及び契約負債の残高

（単位：千円）

当連結会計年度

顧客との契約から生じた債権（期首残高） 3,064,321

顧客との契約から生じた債権（期末残高） 3,124,944

契約負債（期首残高） 18,882

契約負債（期末残高） 35,288
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契約負債は、主に営業促進支援事業において、引き渡し時に収益を認識する顧客との販売契約について、
支払条件に基づき顧客から受け取った1か月分の前受金に関するものであります。契約負債は、収益の認識
に伴い取り崩されます。
当連結会計年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は、18,882千円

であります。
過去の期間に充足（又は部分的に充足）した履行義務から、当連結会計年度に認識した収益（主に、取引

価格の変動）の額に重要性はありません。

②残存履行義務に配分した取引価格
当社グループでは、残存履行義務に配分した取引価格については、当初に予想される契約期間が１年を超

える重要な契約がないため、実務上の便法を適用し、記載を省略しております。また、顧客との契約から生
じる対価の中に、取引価格に含まれていない重要な金額はありません。

８．１株当たり情報に関する注記
１株当たり純資産額 664円79銭
１株当たり当期純利益 110円47銭

９．重要な後発事象に関する注記
（連結子会社の吸収合併）
当社は、2025年12月15日開催の取締役会において、2026年４月１日を効力発生日として当社の完全子会

社である株式会社ファインケメティックスを吸収合併することを決議し、同日付にて合併契約を締結いたしま
した。
この合併契約に基づき、2026年４月１日付で当社を存続会社とする吸収合併を行いました。

（1）合併の目的
当社及び株式会社ファインケメティックスがそれぞれ培ってきた経営資源の集中と効率化を図り、事業体制

をより一層強化していくことを目的に、吸収合併することといたしました。

（2）取引の概要
①結合当事企業の名称 株式会社ファインケメティックス

②結合当事企業の事業内容 医薬部外品及び化粧品の受託製造、製造販売、輸出入
事業

③企業結合日 2026年４月１日

④企業結合の法的形式 当社を存続会社、株式会社ファインケメティックスを
消滅会社とする吸収合併

⑤結合後企業の名称 株式会社ショーエイコーポレーション
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（3）実施する会計処理の概要
「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号2019年１月16日）及び「企業結合会計基準及び事業

分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号2019年１月16日）に基づき、共通支配下
の取引として会計処理を行う予定であります。

（注）記載の金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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個別注記表

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記
（1）有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券
市場価格のない株式等以外のもの ･･･ 決算日の市場価格等に基づく時価法により評価しておりま

す。（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原
価は移動平均法により算定しております。）

市場価格のない株式等 ･････････････ 移動平均法による原価法により評価しております。
関係会社株式 ････････ 移動平均法による原価法により評価しております。

（2）棚卸資産の評価基準及び評価方法
評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっております。

商品及び製品（標準品）････ 主として移動平均法を採用しております。
製品（個別受注品）････････ 個別法を採用しております。
仕掛品 ･･･････････････････ 主として個別法を採用しております。
原材料及び貯蔵品 ･････････ 主として移動平均法を採用しております。

（3）デリバティブ
時価法によっております。

（4）固定資産の減価償却の方法
① 有形固定資産（リース資産を除く）

定率法を採用しております。
ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に

取得した建物附属設備及び構築物については定額法を採用しております。
② 無形固定資産（リース資産を除く）

定額法を採用しております。
なお、ソフトウエア（自社利用分）については、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法

を採用しております。
③ リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。
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（5）外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しており

ます。

（6）引当金の計上基準
① 貸倒引当金

売上債権等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債
権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金
従業員に支給する賞与の支出に備えて、支給見込額の当事業年度負担額を計上しております。

③ 退職給付引当金
従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における簡便法（期末自己都合要支給額を退職給付債務

とする方法）による退職給付債務及び年金資産の見込金額に基づき、退職給付引当金又は前払年金費用を
計上しております。

（7）収益及び費用の計上基準
当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行義務を

充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。
① 営業促進支援事業

営業促進支援事業においては、お客様自身の営業を一層促進していただくために、商品や販促品の企画
開発から、アセンブリなどの生産支援、配送にいたるまで商品・サービスの提供をする事業であります。
このような取引においては、商品等に対する支配引き渡し時に商品等に対する支配が顧客に移転し、そ

の時点で履行義務が充足されますが、国内の販売において出荷時から商品等の支配が顧客に移転される時
までの期間が通常の期間である場合には、出荷した時点で収益を認識しております。商品等の販売のう
ち、当社が代理人に該当すると判断したものについては、他の当事者が提供する商品等と交換に受け取る
額から当該他の当事者に支払う額を控除した純額を収益として認識しております。また、取引の対価は履
行義務を充足してから１年以内に受領しており、重要な金融要素は含んでおりません。

② 商品販売事業
商品販売事業においては、100円ショップやドラッグストアなどの小売販売店に向けて、商品を企画提

案し、製造・調達し、提供する事業であります。
このような取引においては、商品等に対する支配引き渡し時に商品等に対する支配が顧客に移転し、そ

の時点で履行義務が充足されますが、国内の販売において出荷時から商品等の支配が顧客に移転される時
までの期間が通常の期間である場合には、出荷した時点で収益を認識しております。また、取引の対価は
履行義務を充足してから１年以内に受領しており、重要な金融要素は含んでおりません。
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（8）ヘッジ会計の方法
① ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理を採用しております。なお、為替予約取引については、振当処理の要件を満たしている
場合には、振当処理を採用しております。

② ヘッジ手段とヘッジ対象
ヘッジ会計を適用したヘッジ手段とヘッジ対象は以下のとおりであります。
ヘッジ手段････････････････ 為替予約
ヘッジ対象････････････････ 外貨建金銭債務

③ ヘッジ方針
為替の変動による損失を回避する目的でデリバティブ取引を行っております。なお、為替予約取引は外

貨建取引高の範囲内に限定しております。
④ ヘッジ有効性の評価の方法

ヘッジ開始時から有効性判定時点までの期間において、ヘッジ手段のキャッシュ・フロー変動の累計と
ヘッジ対象のキャッシュ・フロー変動の累計を比較して有効性を判定しております。

２．表示方法の変更に関する注記
（損益計算書）

前事業年度において、営業外収益の「その他」に含めていた「障害者雇用調整金」は金額的重要性が増した
ため、当事業年度より区分掲記しております。
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３．重要な会計上の見積りに関する注記
繰延税金資産の回収可能性
① 当事業年度の計算書類に計上した金額

（単位：千円）

当事業年度

繰延税金負債（純額） 146,431

繰延税金負債と相殺前の繰延税金資産 70,737

② 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
連結注記表（会計上の見積りに関する注記）に記載した内容と同一であります。

４．貸借対照表に関する注記
（1）有形固定資産の減価償却累計額 1,269,648千円
（2）関係会社に対する債権債務

短期金銭債権 327,916千円
短期金銭債務 144,572千円

（3）保証債務
関係会社の金融機関との取引に対して以下のとおり債務保証を行っております。
SHOEI PLASTIC(THAILAND)CO.,LTD. 1,044,139千円
株式会社ファインケメティックス 127,090千円

５．損益計算書に関する注記
関係会社との取引高

売上高 64,185千円
仕入高 2,290,455千円
営業取引以外の取引高 21,322千円

６．株主資本等変動計算書に関する注記
当事業年度末における自己株式の数

普通株式 122,736株
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７．税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別内訳

（繰延税金資産） (単位：千円)
未払事業税 19,777
賞与引当金 34,065
未払費用 6,277
棚卸資産評価損 2,493
貸倒引当金 1,213
長期未払金 43,120
関係会社株式評価損 604,113
資産除去債務 16,391
退職給付引当金 6,933
土地減損損失 5,996
その他 1,729
繰延税金資産小計 742,113
評価性引当額 △671,375
繰延税金資産合計 70,737

（繰延税金負債）
前払年金費用 △80,992
その他有価証券評価差額金 △133,780
資産除去債務 △2,009
その他 △386
繰延税金負債合計 △217,169
繰延税金負債純額 △146,431

８．収益認識に関する注記
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、連結計算書類「連結注記表（７.収益

認識に関する注記）」に同一の内容を記載しているので、注記を省略しております。
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９．関連当事者との取引に関する注記
子会社等 （単位：千円）

属性
会社等の
名称又は
氏名

議決権等の
所有（被所
有）割合

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額 科目 期末残高

子会社
SHOEI
PLASTIC

(THAILAND)CO.,LTD.

100％
[0％]
（注）1

当社製品の製
造
役員の兼任

製品の仕入 2,139,600 買掛金 134,668

原料の販売 6,641 未収入金 1,407

債務保証 1,044,139 ー ー

子会社
株式会社ファ
インケメティ
ックス

100％ 商品の仕入･販売
役員の兼任

商品の仕入 58,588 買掛金 4,009

商品の販売 22,119 売掛金 1,267
資金の貸付 1,110,000

短期貸付金 325,000
資金の回収 815,000

債務保証 127,090 ー ー
（注）１．「議決権等の所有（被所有）割合」欄の[内書]は間接所有であります。

２．取引条件及び取引条件の決定方針等
（１）製品・商品の仕入及び販売価格については、原価、市場価格を基に決定しております。
（２）資金の貸付については、市場金利を勘案して決定しております。
（３）関係会社の金融機関との取引に対して債務保証を行っております。

10．１株当たり情報に関する注記
１株当たり純資産額 561円02銭
１株当たり当期純利益 120円57銭

11．重要な後発事象に関する注記
（連結子会社の吸収合併）
当社は、2025年12月15日開催の取締役会において、2026年４月１日を効力発生日として当社の完全子会

社である株式会社ファインケメティックスを吸収合併することを決議し、同日付にて合併契約を締結いたしま
した。
この合併契約に基づき、2026年４月１日付で当社を存続会社とする吸収合併を行いました。
なお、詳細につきましては、連結注記表９.重要な後発事象に関する注記に記載しております。

（注）記載の金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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